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鳥取層群からのOpereμZ加αの産出とその生層序学的・古生物地理学的意義

松本　俊雄＊・瀬戸　浩二＊＊

　　　New　occ皿rence　of　OPθreμZ加αfrom　the　Tottori　Group，

and　its　biostratigraphical　and　paleozoogeographical　significance

Toshio　Matsumoto＊and　Koji　Seto＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　The　larger　foraminifera，0♪θκ祝伽α，has　recently　been　discovered　in　the　Miocene　Tottori

Group。The　biostratigraphical　and　paleozoogeographical　significance　of　this　occurrence　are　as

follows；

（1）The　features　of　the　specimen　are　identical　with　those　of　Oρθκ祝1ゴnα607nplαnαオαブ妙onかごα．

　The　horizon　of　Oヵθκ祝1ガnα607nρ1αnα如ブ妙on比αcorresponds　commonly　to　the　N．8and

　rarely　to　the　base　of　the　N．9．The　occurrence　of　Oρθκzζ1プnαhas　brought　an　addition　of

　fossils　indicating　geologic　age　in　the　Tottori　Group．

（2）　The　Tottori　area　has　been　assigned　to　in　the　Oρθκzζ1ガnα一ルグガ091yρ3ガnα　zoogeographic

　province　on　the　Japan　Sea　coast　side　in　the　late　Early　Miocene　to　early　Middle　Miocene．

　This　assumption　is　consistent　with　the　new　occurrence　of　Oρθκ祝1ガnα．

Key　words：0ρθ76祝1加α，ルグガogッρ3加α，1arger　foraminifera，1atest　Early　to　Middle　Miocene，

　stratigraphy

は　じ　め　に

　ル1ガogッρ3ガnα，0餌70祝伽αなどの大型有孔虫は前期中

新世末～中期中新世初頭を指示する重要な示準化石であ

る．これらの大型有孔虫は日本各地の中新統から産出

し，地質時代の決定に重要な指標となっている．また，

このような大型有孔虫は多くの場合，W6灘ッα，Gθlo加α

などを特徴的に含む黒瀬谷動物群（八尾一門ノ沢動物

群）に密接に伴われて産し，それらとともに亜熱帯～熱

帯の汽水～浅海環境をも指示している．

　ところで，鳥取県東部から兵庫県北部をへて京都府北

部に分布する鳥取層群および北但層群は，下部～中部中

新統の厚い累積によって特徴づけられる（Fig．1）．鳥取

層群の中部層準の砕屑岩類からは，W6α型α，Gθlo初αな

どを含む黒瀬谷動物群（八尾一門ノ沢動物群）が産出す
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るが，ル1ガ09ツρ3加α，0餌76躍nαなどの大型有孔虫の産出

は知られていなかった．しかし，黒瀬谷動物群との関連

から，これらの大型有孔虫の産出が永く期待されてい

た．

　本論では，鳥取地域からの0餌76漉nαの産出を報告

し，あわせてその生層序学的，古生物地理学的意義につ

いて論じる．

地質の概要と層序

　鳥取県東部地域に分布する下部～中部中新統は鳥取層

群と呼称され，不整合関係にある八頭累層と岩美累層に

区分される（松本，1986；Matsumoto，1989；Figs．2

＆3）．

　八頭累層は，郡家礫岩層と上位の河原火山岩層とに細

分される．前者は鳥取層群の基底礫岩層で，後者は主

に，変質した厚い安山岩溶岩とデイサイト質火砕岩から

なり，前者を整合に覆う．

　岩美累層は，砕屑岩類と火山岩類からなり，岩相に基

づいて，円通寺礫岩砂岩層，諸鹿礫岩層，普含寺泥岩層，

小田安山岩層，荒金火砕岩層および，駆馳山砂岩泥岩層に
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Fig．1　1nvestigated　area　and　the　distribution　of　the　uppermost　Lower　to　Middle　Miocene　series　in　the

　Tottori－Kitatajima　area（Compiled　from　Tottori　Prefecture，1966；Uemura　et　a1．，eds．，1974；Igi，ed．，

　1981；Matsumoto，1986，1989，1991a；Nagami　and　Yamauchi，1989）。Covering　strata　and　intrusive

　rocks（Miocene　to　Recent）are　omitted．
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Fig．2　Generalized　stratigraphy　of　the　Tottori　Group．

細分される．円通寺礫岩砂岩層，諸鹿礫岩層は普含寺泥

岩層の下部と，小田安山岩層，荒金火砕岩層，馴馳山砂

岩泥岩層は普含寺泥岩層の中・上部とそれぞれ指交関係

にある（Fig．3）．円通寺礫岩砂岩層は主として礫岩と砂

岩からなる，おそらく扇状地性～ファンデルタ性堆積物

で（松本，1991b，1992a，b），諸鹿礫岩層からは

Woα型α，GθZoガnαの産出が報告されている（Yabe＆

Hatai，1938；西脇・今村，1956；山名，1962，1977な

ど）．普含寺泥岩層は泥岩を主体とし，その最下部層は，

台島型化石植物群や昆虫化石を含む淡水成層である（今

村ほか，1962）．一方，普含寺泥岩層中・上部層は大陸棚

中・下部から大陸棚斜面中・上部程度の生息深度を

示す軟体動物化石や底生有孔虫化石を産する（野村・松

本，1990；松本，1991b）．小田安山岩層は水中噴出した

やや塩基性の火山岩からなる部層で，荒金火砕岩層は，

主に酸性の水中火砕流堆積物からなる（松本，1991a）．

駆馳山砂岩泥岩層はこれらの火砕岩類に伴われて分布

し，細粒砂岩を主体とする．

産地および産状

　0餌7c読nα化石は，鳥取県八頭郡郡家町明辺の普含

寺泥岩層から産出した（Figs．2＆4）．0餌76躍nαの産
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．3　Geologic　map　of　the　Tottori　area．

1：Latest　Miocene　to　Pleistocene　volcanic　rocks．2：Intrusive　rocks．3－10：Tottori　Group（3：Shichiyama

Sandstone　and　Mudstone　Member，4：Aragane　Pyroclastic　Member，5：0da　Andesite　Member，

6：Fuganji　Mudstone　Member，7：Moroga　Conglomerate　Member，8：Entsuji　Conglomerate　and　Sandstone

Member，9：Kawabara　Volcanic　Member，10：Koge　Conglomerate　Member）．11：Basement　rocks．
12：Strike　and　dip　of　bedding　planes．　13：Fold　axis．　14：Fault．
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Fig．　4　Locality　of　occurrence　of　Oρθκ祝あnα．

　Topographic　map　is　a　part　of1／25，000map　sheets

（Oogino－sen　and　Wakasa）of　Geographical　Survey

　Institute　of　Japan．

出した明辺付近のルート柱状図と，産出露頭の柱状図は

Fig．5に示されるとおりである．

　諸鹿礫岩層は層厚が約71mで，主として中粒～粗粒の

砂岩層からなり基底部付近に礫岩層を伴う．この砂岩層

からはV加型α，Anα4α矧，C雁∬03オプ飢など，黒瀬谷動

物群の要素を含む軟体動物化石を産する．

　一方，この付近の普含寺泥岩層は，松本（1986）の区

分では普含寺泥岩層の中・上部にほぼ相当する．層厚は

約600mに達する．主として成層した硬質の黒色泥岩か

ら構成され，砂岩や酸性凝灰岩の薄層を伴う．黒色泥岩

からは，Pプ0ρθα舵Z岱3伽解彪花ゴZ〃αガ，∠）θ蝕0オ0ρθ6陀n

クθ（フんh乙zηzガ，　∠。ゴηz6zオ祝1‘z　r∠ノガηz‘zオ祝16z，）　cf．　z／16zo弦z／03オ。為θn3ガ3，

月餅幽nオα伽糀sp．，Gastropodaなどの軟体動物化石や，

A解伽nガα？sp．，αわか6漉3sp．，Gッ70翅nα07わ蜘1副3，

Mα漉no観θllα60常7砿nゴs，PZθ漉nα？sp．などの底生有孔

虫化石が産する（Matsumoto，1989；野村・松本，

1990）．

　0♪θ76躍nαは，諸鹿礫岩層から約98m上位の普含寺

泥岩居中の砂岩層に含まれる（Fig．5）．0ρθプ。漉nαはそ

の砂岩層の中ほどの数層準からやや密集して産し，ま

た，これに伴われて，Chlα7n”nガ3のαガon3ガ3，∠）03禰α

rPhα60307παブno常況7αゴ，0¢ツρ酢α303αωαnoθn3ゴ3などの

二枚貝化石や，ウニの刺，植物化石片が産する．いずれ

も保存状態は不良で，それらの密集した状況は，異地性

の産状を示しているものと解釈される．なお，0餌κ拓

伽αが含まれる砂岩層の直上部からは，今回新たに，

C7プわ7・03オ。解。ガ4θ3　　spP．，　　ル1017オゴno診擁‘91101　　00常7η祝nガ3，

Sρガ703な常。鋭nθllαoo解ρ7θ∬αなどの底生有孔虫化石が

産出した．これら砂質有孔虫の群集は，野村・松本

（1990）の普含寺泥岩層中部層準の群集に対比され，軟

体動物化石との関連からも，普含寺泥岩層中部層準の堆

積環境は大陸棚中部～下部と推定される．このような深

い海域の堆積環境を指示する泥岩層中に，比較的浅い海

域を示す軟体動物化石と0餌70祝1加αが含まれる砂岩層

が狭在されているという事実は，それらの化石が異地性

の産状を示すという点と大きく矛盾しない．

0、ρθreαZ加α化石

　0ρθκ躍nαは全体的に保存状態が不良で，ほとんど

の個体は殻の溶脱した印象化石であり，石灰質の殻が

残った標本はわずかに4個体だけである（Fig．6にはそ

のうち3個体が示されている）．それらの個体の殻は偏

平，輪郭は耳たぶ状で，初期は包旋回，後期は開旋回に

なっている．直径は，2．35～3．90mmで，幅は1．81～2．72

mmである．旋回数は2％～3％巻まで確認できるが，そ

れ以上は破損または溶解により不明である．各巻の室数

は，第1巻が7～9室，2巻が10～14室，3巻が18～23

室で，最終巻の室数は16～23）である．セプタはすべて

緩やかに後方に曲がっており，それぞれのセプタはほぼ

平行である．初房が認められたのは，4個体中1個体の

みで，その直径は115μである．以上のような標本の特

徴は，Hanzawa（1935）の0ρθプ6躍倣60ア砂1αnのα

ブ砂on加の特徴にほぼ一致し，同種に同定される．

　一方，印象化石の個体は詳細な巻数や室数が不明であ

るが，その輪郭や巻き方，あるいは推定される最終巻の

室数が23～25であることから，0餌プ6漉nαoo7ηplαnα頗

ブ妙on加であると推察される．それらの個体は直径

5．03m皿，幅3．70mmに達する大型のものもある．

考察一〇pereμ伽α産出の意義

1．地質時代について

　鳥取層群の地質時代を示すような資料は極めて少ない

が，現在までのところ，鳥取層群の時代は次のように決

定されている．まず，諸鹿礫岩層からは黒瀬谷動物群に

属する軟体動物化石が産するが，一般に黒瀬谷動物群の

産出層準はBlow（1969）のN．8の中にあるとされてい

る（土，1983）．また，Tai（1959）は普含寺泥岩層から

の底生有孔虫化石の研究から，垂直方向へ2化石帯を識

別し，その境界をForam．Sharp　Lineと呼称した（多

井，1963）．Foram．Sharp　Lineは西南日本の各地の中新
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の

十
両

統に認められ，浮遊性有孔虫化石との関連からすると，

Blow（1969）のN．9とN．10の境界部にほぼ相当する

とされている（米谷・井上，1981）．このように，現段階

では，鳥取層群の時代は上記の二つの要素によって決定

されているとしてよい．

　さて，0ρ酬。祝1加α60ηzク1αn碗αプαρo勉6αは、Mわ91yP－

3加α為。孟。狼。オ。かやル1わgッρ3初α初診。ガ掴ρonガ。αとほぼ同

層準に産するとされ，その産出層準はル1めgッρ3初α一
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01りθプ。祝1ガn6z　horizon，　またびま、ル1ガ09ごy♪3ガn乙z－01りθ76祝1プnα

Zone，有孔虫群集はル1ガ09”3加α一〇ρθ70祝1ガnα群集とし

て取り扱われている（例えばUjiie，1966；千地・池辺，

1973；Matsumaru，1973など多数）．この層準は
Wごα型α，Gθlo加α，Tθ1θ300ρ劾常などを含む黒瀬谷動物

群の産出層準よりいくぶん上位に相当し，Blow（1969）

の浮遊性有孔虫化石帯のN．8からN．9の基底部付近に

相当するものと考えられている（例えば，茨木，1981；

土，1981，1983など）．また，Matsumaru（1973，1980），

松丸（1974）は，0餌76漉nαごωn♪1αnα頗ブ妙onガ。αの産

出層準は，Blow（1969）のN．8からN．9に限定されて

いると述べている．

　このたび，鳥取層群から産出した0餌76祝伽αは，黒

瀬谷動物群を含む諸鹿礫岩層よりも上位の，普含寺泥岩

層から産している．これは，従来日本列島各地の中新統

から知られている黒瀬谷動物群の産出層準の上位に

0ρθプ6祝1ガnα，ル1ガogッρ3初αの産出層準があるという一連

の関係と同様の関係を示している（Fig．7）．この鳥取層

群からの0ρθκμ1加αの産出には，従来からの，軟体動

物化石と小型有孔虫化石という時代決定の指標ほかに，

新たな指標がひとつ加わった，という点で意義がある．

2．古生物地理区について

　西南日本の中部中新統からの，ノ協ogッρ3ガnα一〇餌70祝．

1初α動物群の産出を概観すると，山陰一北陸区では西か

ら，隠岐島後（大久保・高安，1980），丹生（松丸ほか，

1979），加越（松丸ほか，1981），能美一小松丘陵（杉本

・谷，1982），金沢一医王山（今井，1959），志雄一氷見

（Kaseno，1963）でその産出が知られている．同様に，第

一瀬戸内区では浜田（大久保，1980）三次一庄原（Tai，

1953；今村ほか，1953），油木（今村ほか，1953），川上

（矢部・馬渕，1934），日応寺（今村，1966），津山（河

合，1957），瑞浪（糸魚川，1974）で産出する（Fig．8）．

　ところで，松丸（1981）は，前期中新世～中期中新世

初頭の大型有孔虫動物地理区に，日本海側から太平洋側

へ向かってハ4ガ09ツρ3初α一〇餌76躍nα地理区，ムθρガ40－

6ッ6伽α一ル1ガogッヵ3ガnα地理区およびル1ガogッρ3fnα一

〇ρθプ。躍nα地理区の3地理区を識別している．松丸

（1981）によれば，日本海側のル1め9ツρ3加α一〇餌プ。祝1ゴnα地

理区に属する地域は，西から浜田，隠岐，北陸，内陸側

の山形県月山付近を経て，北海道の渡島半島へと至る地

域であるとしている．鳥取地域は，従来，大型有孔虫の

産出は知られていなかったものの，軟体動物化石などと

の関連からも，この地理区に属するものと考えられてい

た．このたびの鳥取地域での0ρθ70漉倣の産出は，こ

の仮説を立証し，この地理区のなかでの産出空白域を埋

めるという意義を有する．なお，鳥取地域東方の北但馬

地域には，鳥取層群と一連の北但層群が分布するが，同

地域は鳥取地域同様，前期中新世～中期中新世初頭の大

型有孔虫動物地理区のなかのノ協ogッρ3加α一〇餌70祝1ガnα地

理区に属するものとみられている．同地域での大型有孔

虫，黒瀬谷動物群の産出が強く期待されるところとなっ

てし・る．

ま と　　め

　本論では中新統鳥取層群からの0ρθκ躍nαの産出を

報告するとともに，その意義について考察した．主な内

容は以下のとおりである．

1．0ρθ76漉nαは全般的に保存状態は不良であるが、そ

　の形態的特徴から0餌70漉nαご。常ρ1αnα如プαρonガ。α

　に同定される．

2．0餌70躍nαoo舵ρ1αnのαプαρonゴ6αは異地性の産状を

　示すが，産出層準はWoα型α，Gθlo加αなどの軟体動物

　化石を産する諸鹿礫岩層よりも上位の普含寺泥岩層中

　部属である．このような大型有孔虫と軟体動物化石の

　産出層準の関係は，各地にほぼ共通しており，両者と

　もN．8からN9の基底部付近までに含まれる．今回の

　0餌76躍nαの産出には，鳥取層群の地質時代を指示

　する指標が新たにひとつ加わったという点で意義があ

　る．

3．前期中新世～中期中新世初頭の大型有孔虫動物地理

　区のなかで，鳥取地域は日本海側のノ協ogッρ3ガnα一

　〇餌κ躍nα地理区に属すると考えられていた．今回

　の0餌κ躍nαの産出には，この地理区のなかの産出

　空白域を埋めるというもう一つの意義がある．
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